
Opinion



Aspirants Retail Topics & Information1
2020/02



Aspirants Retail Topics & Information2
2020/02



Aspirants Retail Topics & Information3
2020/02



Aspirants Retail Topics & Information4
2020/02



Aspirants Retail Topics & Information5
2020/02



Aspirants Retail Topics & Information6
2020/02



Aspirants Retail Topics & Information7
2020/02



Aspirants Retail Topics & Information8
2020/02



◆

◆

◆

Aspirants Retail Topics & Information9
2020/02



◆

◆

◆

Aspirants Retail Topics & Information10
2020/02



◆

◆

◆

Aspirants Retail Topics & Information11
2020/02



Aspirants Retail Topics & Information12
2020/02

LSPの導入は、それ自体が業務改革である。何故ならば、LSPの導入

には、在るべき業務の内容および手順を示す作業指示書の作成が前提

となるからである。また、LSPの運用は、在るべき業務に対して要員

を割り付ける作業であるから、要員に業務を与えるアプローチでは顕

在化しなかった曜日別時間帯別の業務発生量とパートタイマーの採用

の不整合をあぶりだすことになる。そして、LSPの評価によって、計

画と実績の差異が明確になり、最終的に業務に対する適正な質と量の

要員の投入を図ることができるようになる。
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まず、自動設定後の需給差異があったらパートタイマーの雇用を見直

す必要がある。週当たりの最少勤務日数、1日あたりの最少勤務時間

などの雇用条件も必要に応じて見直さなければならない。また、本来

業務の逼迫していない時間帯あるいは逆に繁忙時間帯に適正な雇用が

困難な場合は、業務の実施時間帯を再検討しなければならない。

次に、業務実績が計画通りに行われたかどうかを精査する。業務実績

を精密に捉える為には、スマートフォンなどによる入力あるいはカメ

ラ映像による方法が考えられる。計画に対して著しく実績が乖離して

いる業務に対しては、業務内容あるいは生産性指標（RE値）のいずれ

かの見直しを行わなくてはならない。

更に、時間帯別業務の計画に沿った実施に支障を与えるような事象に

対しては、業務改善として前述したように適切な対策を講じていく必

要があり、人時生産性が未達の場合は、業務自体と業務環境双方の見

直しをする必要がある。
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